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が
高
い
高
卒
で
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
卒
の
一
年
以
内

離
職
率
が
三
二
・
七
％
だ
っ
た
が
、
年
を
追
っ
て
低
下

し
、
二
〇
一
四
年
三
月
卒
で
は
二
四
・
五
％
と
八
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
。
若
年
者
の
定
着
が
わ
ず
か
な
が
ら
も

進
ん
で
い
る
と
も
い
え
そ
う
だ
。

　

も
う
一
つ
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
も
取
り
引
き
す
る
、
あ
る
専
門
工

事
業
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
求
人
案
内
を
見
て
驚
い

た
。

　

雇
用
形
態
と
し
て
、
▽
外
注
請
負
形
態
▽
一
人
親
方

に
よ
る
業
務
委
託
▽
ア
ル
バ
イ
ト
（
社
員
登
用
制
度
あ

り
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
給
与
は
日
給
○
○
○
○
円
か

ら
○
○
○
○
○
円
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
求
人
案
内
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
日

給
月
給
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、
▽
外
注
請
負
形

態
▽
一
人
親
方
に
よ
る
業
務
委
託
を
雇
用
形
態
と
し
て

い
る
こ
と
で
、
一
般
に
い
う
社
員
を
前
提
に
し
て
い
な

い
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
外
注
請
負
、
一
人
親
方
に
よ
る

業
務
委
託
と
す
る
こ
と
で
、
い
ま
建
設
業
界
で
課
題
に

な
っ
て
い
る
社
会
保
険
加
入
も
行
わ
な
い
こ
と
を
事
実

上
、
宣
言
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
、
応
募
年

齢
は
一
八
歳
か
ら
六
〇
歳
く
ら
い
、
一
八
歳
未
満
見
習

い
も
応
相
談
と
あ
る
。

　

供
給
量
を
維
持
す
る
た
め
に
人
手
は
欲
し
い
、
で
も

社
員
と
し
て
技
能
労
働
者
を
抱
え
る
と
、
社
会
保
険
加

入
促
進
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
社
会
保
険
料
の
負
担
が

生
じ
る
か
ら
、
社
会
保
険
料
の
負
担
を
避
け
な
が
ら
受

　

こ
の
調
査
か
ら
、
離
職
後
も
同
業
他
社
へ
再
就
職
す

る
な
ど
建
設
業
か
ら
離
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
新
規
大
卒
者
は
約
三
人
に
一
人
、
新
規
高
卒
者
は

二
人
に
一
人
が
、
卒
業
後
に
就
職
し
た
会
社
な
ど
を
三

年
以
内
に
辞
め
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
こ
の
一
点
だ

け
を
見
る
と
、
建
設
業
界
で
い
ま
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
担
い
手
確
保
と
定
着
が
、
困
難
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
離
職
率
を
も
う
少
し
細
か
く
時
系
列
で

見
る
と
、
建
設
業
入
職
者
の
定
着
動
向
に
明
る
さ
も
見

え
始
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
新
規
学
卒
者

の
建
設
業
へ
の
就
職
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
点
だ
。

二
〇
一
四
年
三
月
卒
の
大
学
、
短
大
等
、
高
校
の
主
要

新
規
学
卒
者
の
う
ち
建
設
業
に
入
職
し
た
の
は
、
前
年

比
八
・
八
％
増
の
三
万
八
、三
四
五
人
。
約
三
、〇
〇
〇

人
程
度
、
新
規
学
卒
者
が
増
え
た
。

新
規
学
卒
者
の
入
職
数
は
増
加
傾
向

注
量
を
確
保
し
た
う
え
で
、
実
際
の
仕
事
を
行
う
た
め

に
必
要
な
技
能
労
働
者
を
外
注
の
形
態
を
と
る
一
次
下

請
の
班
に
組
み
込
む
か
、
一
定
の
年
数
が
経
過
す
れ
ば
、

満
足
に
技
能
が
な
く
て
も
一
人
親
方
と
し
て
独
立
さ
せ

る
と
い
う
、
専
門
工
事
業
界
に
こ
れ
ま
で
蔓
延
し
て
い

た
慣
習
を
踏
襲
す
る
と
い
う
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。

　

い
ま
専
門
工
事
業
界
で
は
社
会
保
険
加
入
促
進
へ
の

取
組
み
の
な
か
で
、
三
つ
の
動
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
身
動
き
が
と
れ
ず
、
何
も
対
応
で

き
な
い
ケ
ー
ス
。
二
つ
目
は
、
取
り
引
き
先
で
あ
る
ゼ

ネ
コ
ン
の
対
応
に
呼
応
し
な
が
ら
、
社
会
保
険
未
加
入

の
一
次
下
請
が
抱
え
る
班
を
独
立
し
た
企
業
形
態
へ
と

転
換
さ
せ
、
社
会
保
険
加
入
を
着
実
に
進
め
る
動
き
だ
。

三
つ
目
は
、
社
会
保
険
加
入
な
ど
に
一
次
下
請
が
及
び

腰
な
た
め
、
社
会
保
険
加
入
を
避
け
よ
う
と
技
能
が
足

り
な
い
技
能
労
働
者
を
意
図
的
に
一
人
親
方
に
さ
せ
る

ケ
ー
ス
だ
。
そ
の
た
め
、
二
〇
歳
で
一
人
親
方
に
な
る

な
ど
の
例
も
続
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
応
を
専
門

工
事
業
界
の
内
部
で
も
問
題
視
す
る
声
が
相
次
い
で
い

る
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
の
な
か
で
、
建
設
業
の

担
い
手
確
保
・
育
成
・
定
着
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
技
能
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
、
い

ま
だ
製
造
業
と
開
き
は
あ
る
も
の
の
、
年
間
給
与
は
製

造
業
の
倍
以
上
の
伸
び
を
見
せ
て
い
る
ほ
か
、
技
能
労

週
休
二
日
を
実
現
す
る
か
ぎ
は

　

新
規
学
卒
者
の
建
設
業
就
業
者
は
、
二
〇
一
二
年
三

月
卒
か
ら
三
年
連
続
で
増
え
、
二
万
九
、七
七
〇
人
だ

っ
た
二
〇
一
一
年
三
月
卒
か
ら
九
、〇
〇
〇
人
近
く
増

加
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
建
設

投
資
が
二
兆
円
ほ
ど
多
い
二
〇
〇
三
年
三
月
の
大
学
、

短
大
等
、
高
校
卒
の
建
設
業
へ
の
就
業
者
数
は
二
万 

九
、八
三
八
人
だ
っ
た
か
ら
、
確
実
に
若
年
者
の
就
業

者
数
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　

離
職
率
に
つ
い
て
も
、
別
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
環

境
が
好
転
し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ

の
一
つ
が
、
就
職
後
一
年
以
内
の
離
職
者
割
合
が
減
少

し
て
い
る
の
が
顕
著
な
点
だ
。
二
〇
〇
三
年
三
月
卒
の

大
学
、
短
大
等
、
高
校
か
ら
の
新
規
就
業
者
の
一
年
以

内
の
離
職
率
は
二
五
・
四
％
。
こ
れ
が
、
二
〇
一
二
年
三

月
卒
者
の
一
年
以
内
離
職
率
が
一
九
・
〇
％
、
二
〇
一 

三
年
が
一
八
・
九
％
、
二
〇
一
四
年
が
一
八
・
二
％
と
確

実
に
一
年
以
内
の
離
職
率
が
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

特
に
技
能
労
働
者
（
職
人
）
と
し
て
就
業
す
る
割
合

働
者
数
も
四
年
で
一
〇
万
人
増
加
す
る
な
ど
人
材
確
保

の
環
境
も
好
転
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
環
境
の
好
転
を
さ
ら
に
確
実
に
す
る
た
め
の
キ

ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
、
週
休
二
日
制
の
導
入
だ
。
現
場

の
週
休
二
日
が
実
現
に
向
か
え
ば
、
技
術
者
、
技
能
労

働
者
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
、
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

し
か
し
、
専
門
工
事
業
と
し
て
従
事
す
る
技
能
労
働

者
の
大
半
が
、
製
造
業
の
平
均
賃
金
を
下
回
る
日
給
月

給
の
水
準
で
は
、
週
休
二
日
の
実
現
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

日
給
月
給
の
技
能
労
働
者
が
働
く
現
場
で
週
休
二
日
に

な
っ
て
も
、
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
休
日
に
は
別
の

現
場
で
働
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
場
合
、
別
の
問
題
も
生
じ
る
。
技
能
労
働
者
が

応
援
に
行
っ
た
と
き
、
契
約
は
請
負
の
形
を
と
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
技
能
労
働
者
が

応
援
先
の
指
示
の
も
と
で
作
業
を
行
え
ば
「
偽
装
請

負
」
に
な
る
。

　

建
設
業
に
就
職
し
た
新
規
学
卒
者
の
三
年
以
内
離
職

率
は
他
産
業
と
比
較
し
て
い
ま
だ
高
水
準
に
あ
る
。
し

か
し
、
一
方
で
大
学
、
短
大
等
、
高
校
の
新
卒
者
の
建

設
業
就
職
者
は
こ
の
数
年
間
、
三
、〇
〇
〇
人
か
ら
四
、

〇
〇
〇
人
近
く
増
加
、
一
年
以
内
の
離
職
率
も
下
落
を

続
け
て
い
る
。
ま
さ
に
、
担
い
手
確
保
・
育
成
・
定
着

へ
向
け
た
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
な

ら
ば
、
こ
の
取
組
み
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

各
企
業
は
求
人
段
階
か
ら
処
遇
改
善
を
考
え
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

二
つ
の
気
に
な
る
こ
と

H
itotsubu M

ugi 

麦 

一
粒

し
た
「
新
規
学
卒
者
の
離
職
状
況

│
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
年
）
三
月
卒
業
者
の
状
況
」。
三
月
に
卒
業

し
た
新
規
学
卒
者
（
大
学
、
短
大
等
、
高
校
、
中
学
）

の
離
職
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
卒
業
し
、
建
設

業
に
就
職
し
た
新
規
学
卒
者
で
卒
業
後
三
年
以
内
に
離

職
し
た
者
は
一
万
二
、七
三
〇
人
。
前
年
調
査
と
比
較

し
て
離
職
率
は
一
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
三
九
・
七
％
だ

っ
た
。

　

内
訳
は
、
新
規
大
卒
者
の
う
ち
、
一
万
五
、九
三
八
人

が
建
設
業
に
就
職
し
、
三
年
以
内
に
四
、七
九
三
人
が

離
職
。
離
職
率
は
前
年
比
較
で
〇
・
九
％
増
の
三
〇
・
一

％
と
三
割
を
数
え
る
。
新
規
高
卒
者
は
一
万
二
、〇
八 

二
人
が
建
設
業
に
就
職
し
、
三
年
以
内
に
六
、〇
四
二

人
が
離
職
。
離
職
率
は
全
産
業
の
四
〇
％
と
比
較
し
て

一
〇
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
五
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
。

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

近
、
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
厚
生
労
働
省
が
十
月
末
に
発
表

最


